七、学校統合
１　羽合小学校統合（浅津・橋津）


　町内教育施設の改築及び整備は、合併前の旧村時代から多額の経費を要する重要事項として問題となっていたが、羽合町合併の時点で各村とも合併条件として教育施設の整備を前面に浮かべ、合併後も積極的な取り組みをみせている。すなわち昭和２８年には宇野小学校体育館及び校舎の改築を、続いて昭和２９年長瀬小学校々舎の改築をそれぞれ実施したのである。
学校統合の動機
　その後の順序として浅津小学校、橋津小学校の改築を迫られていたが、当時は県教育委員会の指導によって県下各地に学校統合が実現し、鉄筋校舎のモダンな統合学校がつぎつぎ誕生していたころであって、両校の改築計画についても、立地条件、学校規模からみて浅津、橋津両校の統合が常識的に考えられたことは当然であったようである。


　しかし、町では区民の意向を汲んで、学校改築をするという線で県教委に補助金交付の要望を続けていたが、県教委では、県内の学校統合整備計画の中に両校を対象として含め、統合実現に対する指導を強く打ち出してきたので、結局単独改築はあきらめざるを得ない状況となった。

初の統合協議会
　このため昭和３２年７月、公式的には初めての学校統合協議会が開かれた。この会には町長、助役、総務課長、教育長の執行部側と、町会議員を含む関係部落代表１５名が出席し、町側から単独校の改築は至難なため浅津・橋津両校の統合が必要であると趣意が強く出されて、原則的には了解の域に達した。このあと、正式に町議会に対してこの問題が提議され、議会、教育委員会合同の特別委員会を設けることになり、昭和３２年８月第１回の委員会が開かれた。委員会では冒頭から校舎位置問題にふれ、統合に対する積極的な取り組み姿勢をみせた。そして、位置については浅津、橋津両端から測定したほぼ中心がよかろうということになり、案外統合はスムーズに実施できるのではないかと思われていた。
学校統合の議会議
　ところが、３～４回の特別委員会のころから、浅津地区は統合に絶対反対であると委員会をとおして表明し
決と反対紛争
だした。さらにこの反対意見に附随して、他の委員からも２校統合がどうしても駄目なら全町１校とする統合案や、宇野を除く３校統合なども検討してみるべきであるなど議論百出して、ますます統合問題は複雑性をおびていった。しかし、こうしたなかにあって、橋津は２校統合を是とした態度を終始くずさず、また、執行部や関係区外の委員も、教育効果を基本とした教育理論により、当初計画どおり２校統合を押し進めることに全力を尽くし、１０数回の会議の末、ようやく２校統合で進む結論を打ち出した。そうして３３年３月の町議会において浅津、橋津両小学校を統合することを議決した。

　さて、これを聞いた上浅津区民は、１８日区長を先頭に約１６０名役場に押しかけ、町長に対して反対陳情を行った。陳情を受けた会議場で、町長、教育長をはじめ町の執行部と特別委員会のメンバーが壇上にすえられ、１６０人の区民から実質的なつるし上げを喰ったかっこうであった。区側の主張は、統合そのものを全面的に反対している訳ではないが、「時期についてもう少し待てといっているのに、それを無視して議決したことが許せない」といったもので、明日議会を招集して議決を取り消すか、あるいは浅津区の納得のいく回答を求めるといって、もしその回答が明日中に得られない場合は、税金の不払い等による対抗措置も止むを得ないといった強硬論も飛び出す始末だった。これら上浅津の要求は結局認められ、早速翌日議会は緊急招集されてこの問題について協議した。この議会でも上浅津区民多数が傍聴に押しかけ、果てはテープレコーダーの持ち込みを許す許さないといった騒ぎもあったが、とにかく今後浅津区民と話しあいの場を持ちお互いの了解が成立するまでは執行を停止することを決め、その日のうちに町長から区長に回答した。

　その後、数回にわたり上浅津区代表や橋津区代表と話しあった結果、両区のすべてを決定できる代表各５名

浅津・橋津地区と
を選出し協議することになり、５月１２日その協議会が開かれた。ところが上浅津区は出席せず、下浅津代表
の協議了解事項
１名と橋津代表のみの協議となってしまったが、原則的に２校統合は止むを得ないといった気持ちで町側に一任したかっこうになってしまった。

　しかし、統合をすすめるためには校舎位置の決定が必要なため、それ以後両区の代表と合って協議し次の事項について了解点に達している。


１、浅津地区の測量基点は日進館側の橋のたもととする。


２、橋津側の測量基点は橋津、宇野の境界点とする。

３、両地区の測数の中心を校舎の位置とする。


　この実測は、建設省羽合出張所の技師を依頼し両区の代表者が立ち合うなかで行なわれたが、いい具合に中心点が耕地整理のできた１区画のうちとなり現在位置に決まった。
用地買収の経緯
　これで統合実施はようやく本決まりとなり早速敷地買収に向かったが、これも相当の長期戦を覚悟していたが、南谷地区を中心とした関係者の協力と、執行部の熱意によって数日のうちに次のような合意に達した。

　○反当買収価格　　２３０,０００円


　○土地改良賦課金（反当約１０,０００円）は町負担とする。

　○替地として提供した部分の登記料は町負担とする。


　さて、土地買収も終わり今度はいつ名目統合をするかということであったが、県教委の指導によって、今年度国庫補助を受けるためには９月３０日までに統合を実施済みしていなければいけないというので、昭和３３年９月３０日として設置届けがなされた。

自衛隊による用地
　敷地造成には、約４,０００坪の造成費は莫大なものとなるため、自衛隊に協力を依頼して作業に当たっても
造成
らうこととなり、旧橋津小学校裏山の土を買収して８月の炎天下にダンプ６台によって運搬された。建築工事は３３年に校舎１１教室を完成し、翌３４年に残りの校舎４教室と体育館が建築され、両校舎に分かれて勉強していた児童も、いよいよ３５年４月から新校舎に入校して盛大な入学式を終えた。


　当初心配された浅津、橋津の違和感も児童には全くなく、父兄間においてもあまり問題になるようなこともなかった。

　昭和３５年には旧橋津校舎の一部を移築し、現在の木造校舎となった。
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